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【学会発表】 

1. 野内直⼦、野坂加苗、塩⾒達志、梅北善久 
肺原発多形癌由来の癌性⼼膜炎による⼼タンポナーデを引き起こした⼀剖検 
例. 第 105回⽇本病理学会総会 仙台, 5⽉, 2016． 



2. 堀千沙、野坂加苗、塩⾒達志、梅北善久 
慢性肝炎治療中に間質性肺炎を発症し、投薬中⽌後も進⾏し、急性増悪で死亡し
た⼀剖検例. 第 105回⽇本病理学会総会 仙台, 5⽉, 2016． 
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持⽥洋利、⼭⽥恭⼦ 

Hodgkin-like cellsの出現から ATLLを推定し確定診断に⾄った１例 
第 57回⽇本臨床細胞学会 横浜, 5⽉, 2016． 

4. 遠藤由⾹利、覚道健⼀、⼤野千恵⼦、松重貴⼤、持⽥洋利、⼭⽥恭⼦、桑本聡史、
野坂加苗、堀江靖、梅北善久 
ベセスダ診断様式と甲状腺学会診療ガイドライン様式の⽐較検討 
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5. 若原誠、村⽥陽⼦、廣岡由美、細⾕恵⼦、万⽊洋平、松岡佑樹、三和健、 
荒⽊邦夫、⾕⼝雄司、中村廣繁 

9年間に当科で経験した男性乳癌 4例の検討 
第 24回⽇本乳癌学会総会 東京, 6⽉, 2016． 

6. 万⽊洋平、鈴⽊喜雅、⾨永太⼀、城所嘉輝、吉⽥春彦、中村廣繁 
腋窩リンパ節と 2個の肺転移巣へそれぞれ異なる腫瘍成分が転移した⾻化⽣を
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【科研費】 

平成 28〜30 年度 
基盤研究 (C) 代表 梅北善久  

Maspin が乳癌患者の不良予後に関与する分⼦機構の解明 
 

平成 28〜30 年度 
若⼿研究 (B)  坂部友彦 

浸潤性肺腺癌組織亜型に関わるエピジェネティクス変化の解明と個別化治療への 
応⽤ 


